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】
方
え
考
な
的
本
基
【

中
る
す
と
本
基
を
持
維
・
産
増
の
乳
生
①

。
施
実
を
策
対
産
生
画
計
期
長

し
和
緩
が
給
需
乳
生、
一
万、
め
た
の
こ
②

携
連
と
体
団
定
指、
は
議
会
農
酪
央
中
③

向
性
産
生
と
善
改
営
経
の
家
農
酪、
上
の

産
生
の
で
階
段
域
地、
う
よ
る
す
資
に
上

。
援
支
を
み
組
り
取
の
化
強
盤
基

　

成
平

予
を
託
受
が
体
団
定
指
に
度
年

産
生
画
計
乳
生
「を
量
数
の
乳
生
る
き
で
定

販
「は
量
数
の
こ。
す
ま
い
い
と」
量
数
標
目

選
「、」
量
数
乳
整
調
別
特
「、」
量
数
準
基
売

の」
量
数
産
生
大
拡
的
択

3

か
枠
産
生
の
つ

と」
量
数
準
基
売
販
「、
り
お
て
れ
さ
成
構
ら

を
量
数
た
せ
わ
合
を」
量
数
乳
整
調
別
特
「

。
す
ま
い
て
し
と」
量
数
標
目
給
供
「　

、
は
て
い
つ
に」
量
数
標
目
給
供
「、
お
な

月

）
減
（増
の
ら
か
体
団
定
指
の
で
ま
日

を
整
調
の
間
体
団
定
指、
き
づ
基
に
請
申
量

、
た
ま。
す
ま
い
行

9

量）
減
（増
を
日
末
月

、
し
定
設
て
し
と
日
り
切
め
締
時
一
の
請
申

。
す
ま
し
促
を
整
調
間
体
団
定
指
の
期
早

 

る
け
お
に
策
対
産
生
画
計
乳
生
【  

】
法
方
分
配
の
そ
と
方
え
考
の
枠
産
生
各

量
数
準
基
売
販●

J

ル
ミ
Ｊ
「下
以
（測
予
要
需
の
ク
ル
ミ

び
よ
お）
」
測
予
ク

ト
ン
レ
カ
の
度
年

乳
粉
脂
脱
（量
数
ス
セ
ク
ア

2

、
ン
ト
千

7

粉
脂
脱、
に
本
基
を）
ン
ト
千

（」
量
数
枠
農
就
規
新
「

2

差
を）
ン
ト
万

で
国
全、
き
引
し

6,

4
9
6

,

7
2
1

ト

（ン
27

比
込
見
績
実
度
年

0
0
1

.
5
％

は
比
年
前
〈

閏

。
定
設
を）
〉
後
正
修
年

●

（量
要
需
け
向
等
乳
牛
①

J

予
ク
ル
ミ

の）
測

5

は
％

府
都
と
道
海
北
度
年

比
成
構
の
績
実
売
販
け
向
等
乳
牛
の
県

の
）
同
（量
要
需
け
向
品
製
乳
②、
で5

と
②
①、
し
分
案
で
績
実
売
販
の）
く
除

体
団
定
指
各
は
て
い
お
に
県
府
都
に
もの

り
よ
に
績
実
量
数
標
目
給
供
度
年。

分
配

●

量
数
た
い
引
し
差
を
②
と
①
ら
か
量
総

の
体
団
定
指
各、
は

数
標
目
給
供
度
年

よ
に）
慮
考
を
響
影
の
等
害
災
（績
実
量り

5
月

。
分
配
に
で
ま
日

●

は
て
い
つ
に」
量
数
枠
農
就
規
新
「

年

ら
か
ン
ト
万
１
の
度

2

。
充
拡
に
ン
ト
万

6

請
申
の
ら
か
体
団
定
指
に
で
ま
末
月

し
と」
量
数
準
基
売
販
「、
け
付
け
受
を

営
経
人
個
を
量
数
限
上。
分
配
て

5
0
0

成
平

要
概
の
策
対
化
定
安
給
需
・
産
生
画
計
乳
生
度
年

　

成
平

、
は
度
年

「た
し
定
決
に
度
年

3

る
す
と
本
基
を
持
維
・
産
増
の
乳
生
は
間
年

の」
策
対
産
生
画
計
期
中

2

弱
の
盤
基
産
生、
態
実
営
経
の
農
酪
い
し
厳。
す
ま
り
な
と
目
年

3
月

第、
日

5
4
3

、
て
い
お
に
会
事
理
回

生
度
年

の
そ、
は
で
こ
こ。
た
し
ま
し
定
決
を
と
こ
る
す
進
推
を」
策
対
化
定
安
給
需
・
産
生
画
計
乳

。
す
ま
し
介
紹
て
い
つ
に
容
内

中期的な観点から予測する生乳需要量総量：6,997千t

28年度の生乳計画生産の仕組み

Jミルク需要予測数量（脱脂粉乳ベース、チーズ向け除く）  6,931千t 中期的な観点から予測する
生乳需要量  66千t

Jミルク需要予測数量（中央値ベース、チーズ向け除く）  6,924千t
※カレントアクセス数量（脱脂粉乳2千t、バター7千t）を考慮

※合計値が一致しないのは、
　四捨五入により試算しているため。

販売基準数量総量 6,714千t

供給目標数量 6,778千t（新規就農枠除くと6,758千t）

計画生産目標数量

新規就農枠  20千t

販売基準数量 6,694千t 特別調整乳数量 64千t 選択的拡大
生産数量

インサイダー率  97％ インサイダー率  97％

生クリーム
需要の上ぶれ

牛乳等
需要の上ぶれ

スイボ
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①
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金

【
所
要
額
：
3
0,
5
6
4
百
万
円

（
前
年
度
3
1,
0
6
8
百
万
円
）】

　

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措

置
法
に
基
づ
き
、
加
工
原
料
乳
地
域
に
お

け
る
生
乳
の
再
生
産
の
確
保
と
全
国
の
酪

農
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
加
工
原
料

乳
（
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
向
け
お
よ
び
チ
ー

ズ
向
け
生
乳
）
に
つ
い
て
生
産
者
補
給
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
等
向
け
生
乳
】

補
給
金
単
価
：
12.
69 

円
/
㎏
、

交
付
対
象
数
量
：
1
7
8
万
ト
ン

【
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
】

補
給
金
単
価
：
15.
28
円
/
㎏
、

交
付
対
象
数
量
： 

52
万
ト
ン

 

1  

畜
産
・
酪
農
経
営
安
定
対
策

 

2  

畜
産
・
酪
農
の
収
益
性
向
上
対
策

 

3  

畜
産
・
酪
農
の
生
産
力
強
化
対
策

 

4  

自
給
飼
料
の
生
産
拡
大
対
策

②
加
工
原
料
乳
生
産
者
経
営
安
定
対
策
事
業

【
推
進
事
務
費
：9
百
万
円（
前
年
度
10
百
万
円
）】

　

加
工
原
料
乳
の
取
引
価
格
が
補
塡
基
準

価
格（
過
去
3
年
間
の
取
引
価
格
の
平
均
）

を
下
回
っ
た
場
合
に
、
生
産
者
に
補
塡
金

（
低
落
分
の
8
割
）
を
交
付
す
る
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28

年
度
よ
り
、
液
状
乳
製
品
を
含
む
乳
製
品

向
け
生
乳
の
入
札
取
引
に
お
け
る
価
格
低

落
も
対
象
と
し
ま
す
。

③
国
産
乳
製
品
供
給
安
定
対
策
事
業

【
3
0
0
百
万
円（
前
年
度
5
0
0
百
万
円
）】

　

生
乳
需
給
が
短
期
間
で
変
動
す
る
状
況

の
な
か
で
、
国
産
乳
製
品
の
安
定
供
給
に

対
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
強
い
要
望
に
応
え
る

た
め
、
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
が
乳
製
品

を
製
造
し
適
時
に
放
出
す
る
取
り
組
み
等

を
支
援
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
指
定
生
乳
生
産
者
団
体

が
乳
製
品
を
委
託
製
造
し
、
適
時
に
放
出

す
る
取
り
組
み
や
、
不
需
要
期
の
乳
製
品

需
要
を
創
出
す
る
取
り
組
み
に
対
し
、
乳

製
品
製
造
経
費
の
１
／
２
を
補
助
し
ま
す
。

④
飼
料
生
産
型
酪
農
経
営
支
援
事
業

（
後
掲
「
自
給
飼
料
の
生
産
拡
大
対
策
」）

平
成
28
年
度
農
林
水
産
関
係
予
算（
生
産
局
畜
産
部
）

概
算
決
定
の
概
要

　

政
府
は
昨
年
12
月
24
日
の
閣
議
に
お
い
て
、平
成
28
年
度
一
般
予
算
概
算
を
決
定
し
、

農
林
水
産
関
係
は
総
額
2
兆
3,
0
9
1
億
円（
前
年
度
比
プ
ラ
ス
1
億
円
、平
成
27
年
度

補
正
予
算
4,
0
0
8
億
円
込
で
は
17 .
4
％
増
の
2
兆
7,
1
0
0
億
円
）と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、28
年
度
予
算
の
重
点
事
項
の
う
ち
、「
畜
産
・
酪
農
の
競
争
力
の
強
化
」の
た

め
に
講
じ
ら
れ
る
畜
産
・
酪
農
の
経
営
安
定
、収
益
性
向
上
、生
産
力
強
化
等
に
向
け
た
対

策
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
産
者
の
手
取
り

脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
等

向
け
乳
価

補給金

チ
ー
ズ
向
け
乳
価

補給金

乳業者の支払分
（買取価格）

政府からの交付金

生産者団体と乳業
者との交渉で決定

補給金の単価および交付対象
数量は毎年度決定

①
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別

対
策
事
業（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
・
基
金
化
）

【
6
0,
9
8
1
百
万
円
（
補
正
予
算
）】

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
の
仕
組
み
を
活
用
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
収
益
性
を
向
上
さ
せ
る
取

り
組
み
を
加
速
化
す
る
た
め
、
同
計
画
に

位
置
付
け
ら
れ
た
中
心
的
な
経
営
体
に
対

し
、
収
益
力
強
化
や
畜
産
環
境
問
題
へ
の

対
応
に
必
要
な
施
設
整
備
、家
畜
導
入（
対

象
を
地
域
的
な
規
模
拡
大
の
場
合
に
も
拡

大
）
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
整
備

と
の
一
体
性
も
確
保
し
つ
つ
、
収
益
力
の

強
化
等
に
必
要
な
機
械
の
リ
ー
ス
導
入
を

支
援
し
ま
す
。

②
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
を
後
押
し
す
る
草
地

整
備
の
推
進（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
）

【
1
6,
4
0
0
百
万
円
（
補
正
予
算
）】

　

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
を
策
定
し
た
地

域
に
お
い
て
、
大
型
機
械
に
よ
る
効
率
的

な
飼
料
生
産
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
草

地
・
畑
の
一
体
的
整
備
、
草
地
の
大
区
画

化
、
排
水
改
良
の
改
善
等
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
効
率
的
な
飼
料
生
産
基

盤
を
形
成
す
る
た
め
、
家
畜
ふ
ん
尿
を
発

酵
し
て
ス
ラ
リ
ー
と
し
て
有
効
活
用
す
る

た
め
の
肥
培
か
ん
が
い
施
設
等
の
整
備
や
、

土
壌
の
特
殊
性
に
起
因
す
る
地
盤
の
沈
下

に
よ
る
草
地
の
湛
水
被
害
等
に
対
処
す
る

整
備
を
実
施
し
ま
す
。

①
畜
産
・
酪
農
生
産
力
強
化
対
策
事
業

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
・
基
金
化
）

【
3,
0
0
0
百
万
円
（
補
正
予
算
）】

　

酪
農
経
営
に
お
け
る
優
良
な
乳
用
種
後

継
雌
牛
の
確
保
お
よ
び
和
牛
主
体
の
肉
用

子
牛
の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
計
画
に
基
づ
く
以
下
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

❶
性
判
別
精
液
・
受
精
卵
を
活
用
し
た
優

良
な
乳
用
種
後
継
雌
牛
の
確
保
、
和
牛

受
精
卵
を
活
用
し
た
和
子
牛
生
産
の
拡

大
、
和
子
牛
育
成
施
設
の
補
改
修
、
育

成
牛
の
外
部
預
託
の
推
進
等
の
経
営
改

善
に
向
け
た
計
画
的
な
取
り
組
み

❷
和
牛
受
精
卵
等
の
生
産
拠
点
の
機
器
整
備

❸
性
判
別
精
液
生
産
機
器
等
の
導
入

❹
受
精
卵
移
植
技
術
の
高
位
平
準
化
の
た

め
の
実
技
研
修
会
等
の
開
催

②
和
牛
・
生
乳
の
生
産
拡
大
を
支
え
る
研
究
開
発

【
2
2
1
百
万
円（
前
年
度
2
5
8
百
万
円
）】

　

分
娩
後
の
卵
巣
・
子
宮
機
能
の
早
期
回

復
、
精
液
の
高
品
質
化
を
通
じ
た
受
胎
率

の
向
上
等
の
た
め
の
技
術
開
発
を
推
進
し

ま
す
。

①
飼
料
増
産
総
合
対
策
事
業

【
1,
0
1
1
百
万
円

（
前
年
度
1,
0
5
5
百
万
円
）】

　

濃
厚
飼
料
原
料
（
イ
ア
コ
ー
ン
〈
子
実
、

芯
、
穂
皮
か
ら
成
る
雌
穂
〉
等
）
の
増
産
、

レ
ン
タ
カ
ウ
を
活
用
し
た
肉
用
繁
殖
牛
等

の
放
牧
の
推
進
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
機

能
の
高
度
化
、
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
増
産
等
を

支
援
し
ま
す
。

②
草
地
難
防
除
雑
草
駆
除
等
緊
急
対
策
事
業

【
7
0
0
百
万
円
】

　

難
防
除
雑
草
駆
除
計
画
を
策
定
し
、
計

画
に
基
づ
き
行
う
高
位
生
産
草
地
へ
の
転

換
や
駆
除
対
策
の
活
用
・
普
及
等
の
取
り

組
み
に
対
し
支
援
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン

ト
ラ
ク
タ
ー
や
生
産
組
合
が
利
用
率
の
低

下
し
た
公
共
牧
場
等
を
有
効
活
用
す
る
た

め
に
行
う
草
地
の
生
産
性
改
善
お
よ
び
機

械
の
導
入
等
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

③
飼
料
生
産
型
酪
農
経
営
支
援
事
業

【
6,
8
0
0
百
万
円

（
前
年
度
6,
5
8
1
百
万
円
）】

　

自
給
飼
料
生
産
基
盤
に
立
脚
し
た
経
営

を
行
う
酪
農
家
（
自
給
飼
料
の
生
産
を
行

う
と
と
も
に
環
境
負
荷
軽
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
者
）に
対
し
、
飼
料
作
付
面
積
に
応

じ
て
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
輸

入
粗
飼
料
の
使
用
量
を
削
減
し
て
飼
料
作

付
面
積
を
拡
大
し
た
面
積
に
応
じ
て
、
交

付
金
を
追
加
交
付
（
3
万
円
／
ha
）
し
ま
す
。

【
対
象
者
の
要
件
】

・	

飼
料
作
付
面
積
が
、
北
海
道
で
40
a
／
頭
、

都
府
県
で
10
a
／
頭
以
上

・	

環
境
負
荷
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

【
交
付
金
単
価
】

・	

飼
料
作
付
面
積　

1.
5
万
円
／
ha

・	

飼
料
作
付
面
積
拡
大　

1.
5
万
円
＋

3
万
円
／
ha
（
追
加
交
付
）

④
草
地
関
連
基
盤
整
備

【
4,
7
8
3
百
万
円

（
前
年
度
6,
2
1
9
百
万
円
）】

　

農
地
集
積
の
加
速
化
、
農
業
の
高
付
加

価
値
化
の
た
め
の
大
型
機
械
体
系
に
対
応

し
た
効
率
的
な
飼
料
生
産
基
盤
の
整
備
を

支
援
し
ま
す
。 全

国
平
均
取
引
価
格

助成（生産者拠出金の3倍）拠出

生産者積立金

補塡基準価格
補塡

差額

A-3
年度

A-2
年度

A-1
年度

A
年度

差額×8割

国［（独）農畜産業振興機構］生産者

4　 　5　 　6　　7　　8　　9　　10　　11　　12　　1　　2　　3　　（月）

対策による
需要創出

対策により需要期に
向けて製造・供給

乳製品生産量

乳製品消費量

ト
ン
、法
人
経
営
3,
0
0
0
ト
ン
と
し

た
上
で
、全
体
の
数
量
2
万
ト
ン
の
範
囲

内
で
あ
れ
ば
、上
限
を
超
え
た
配
分
も
可
。

特
別
調
整
乳
数
量

●
J
ミ
ル
ク
予
測（
脱
脂
粉
乳
ベ
ー
ス
）

を
基
本
に
、乳
製
品
向
け
生
乳
の
潜
在

需
要
が
強
い
こ
と
等
を
見
込
ん
で
、

6
4,
1
9
9
ト
ン
を「
特
別
調
整
乳
数

量
」の
上
限
と
し
て
設
定
。

●
28
年
度
の「
特
別
調
整
乳
数
量
」に
つ
い

て
は
、①
液
状
乳
製
品
向
け
生
乳
需
要
量

が
上
振
れ
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、②

加
工
原
料
乳
の
潜
在
需
要
が
強
い
と
見

込
ま
れ
る
こ
と
、③
北
海
道
で
の
増
産
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、生
乳
需
給
緩
和

時
に
過
剰
回
避
対
策
を
実
施
す
る
こ
と

を
前
提
に
、設
定
数
量
の
範
囲
内
で
加
工

原
料
乳
地
帯
に
優
先
的
に
配
分
。

選
択
的
拡
大
生
産
数
量

●
チ
ー
ズ
・
全
乳
哺
育
向
け
や
輸
出
向
け

等
の
新
た
な
生
乳
需
要
を
創
出
す
る
数

量
に
つ
い
て
設
定
。

●
5
月
末
ま
で
指
定
団
体
か
ら
申
請
を
受
け

付
け
、申
請
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
配
分
。

ボ イ ス


